
236

ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ハ（
父
）と
宗
教
改
革

青
　
山
　
愛
　
香

は
じ
め
に

　
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
美
術
」
と
は
何
か
。
本
稿
は
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル

タ
ー
（
一
四
八
三
―
一
五
四
六
年
）
と
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ハ
（
父
）（
一

四
七
二
？
―
一
五
五
三
年
）
の
関
係
を
中
心
に
置
き
な
が
ら
、
ル
タ
ー
が

「
九
十
五
ヶ
条
の
提
題
」
を
打
ち
出
し
た
一
五
一
七
年
か
ら
ル
タ
ー
が
死

去
す
る
一
五
四
六
年
の
間
に
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
美
術
」
と
呼
べ
る
も

の
が
誕
生
し
て
い
た
の
か
否
か
、
誕
生
し
て
い
た
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な

特
質
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

宗
教
改
革
は
、
現
在
の
ザ
ク
セ
ン
州
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
神
学
博

士
で
あ
っ
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
公
然
と
批
判

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
ル
タ
ー
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
城
の
一
角
を

成
し
て
い
た
教
会
の
北
口
扉
に
一
五
一
七
年
十
月
三
十
一
日
、
免
償
の
理

論
と
実
際
を
批
判
す
る
討
論
命
題
を
打
ち
付
け
た
と
さ
れ
る
。
周
知
の
通

り
、
こ
の
「
九
十
五
ヶ
条
の
提
題
」
は
免
償
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
責
任
者
で

あ
っ
た
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
対
し
て
、
こ
の
問
題
が
一
般

信
徒
に
与
え
て
い
る
甚
大
な
影
響
を
具
体
的
に
述
べ
、
そ
れ
へ
の
対
処
を

求
め
る
書
簡
に
添
付
さ
れ
た
討
論
命
題
で
あ
っ
た
。1 

ル
タ
ー
自
身
は
こ

の
時
点
で
は
、
自
分
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
神
学
上
の
問
題

点
を
挙
げ
て
討
議
に
付
し
た
だ
け
だ
、
と
い
う
言
い
方
を
し
た
と
さ
れ

る
が
、2 

こ
の
動
き
は
瞬
く
間
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
組
織
を
引
裂
き
、

神
学
論
争
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
、
社
会
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
政
治
的
、

社
会
的
、
精
神
史
的
、
さ
ら
に
は
文
化
的
お
よ
び
芸
術
的
な
次
元
を
と
も

な
う
大
変
動
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
運
動
が
宗
教
美
術
に
も
た
ら
し
た

も
の
は
、
ま
ず
は
「
批
判
と
破
壊
」
で
あ
っ
た
。
エ
ア
ハ
ル
ト
・
シ
ェ
ー

ン
の
一
五
三
○
年
頃
の
木
版
画
ビ
ラ
（
図
1
）
に
は
宗
教
改
革
が
契
機
と

	

―「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
美
術
」
の
誕
生
と
そ
の
展
開
―
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な
っ
た
偶
像
破
壊
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。3 

こ
れ
は
教
会
と
絵
画
の

関
わ
り
方
に
対
す
る
ル
タ
ー
の
批
判
が
生
ん
だ
結
果
の
一
つ
で
あ
る
。　

　

一
五
二
二
年
に
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
侯
（
一
四
六
三

―
一
五
二
五
年
）
の
お
膝
元
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
で
偶
像
破
壊
の

嵐
が
吹
き
荒
れ
る
最
中
、
ル
タ
ー
自
身
は
選
定
侯
に
匿
わ
れ
て
ヴ
ァ
ル
ト

ブ
ル
ク
城
に
潜
伏
し
、
新
約
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
訳
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

だ
が
、
ル
タ
ー
は
混
乱
に
陥
っ
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
市
参
事
会
員
の

求
め
に
応
じ
て
、
一
五
二
二
年
の
五
月
に
は
混
乱
を
静
め
る
た
め
に
ヴ
ィ

ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
戻
り
、
八
日
間
教
会
の
説
教
壇
か
ら
教
え
を
説
き
な
が

ら
偶
像
破
壊
を
お
さ
め
た
と
言
わ
れ
る
。4 

こ
の
行
動
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
ル
タ
ー
は
自
説
を
極
端
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
は
反
対
で
、
暴
動

や
聖
像
破
壊
運
動
も
承
認
し
な
か
っ
た
。
彼
が
問
題
に
し
た
の
は
、
そ
れ

ま
で
の
信
者
と
礼
拝
像
と
の
関
わ
り
方
で
あ
っ
て
、
自
身
は
宗
教
的
な
絵

画
表
現
は
教
化
の
目
的
に
十
分
に
利
用
価
値
が
あ
る
と
し
た
。
聖
画
像
と

は
崇
拝
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
偶
像
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
教

え
の
布
教
に
有
益
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下
の
存
在
で
も
な
い
と
考

え
て
い
た
。5

　

そ
し
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
お
い
て
、
ル
タ
ー
の
た
め
に
ヴ
ィ
ジ
ュ

ア
ル
を
担
当
し
た
の
が
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
侯
の
宮
廷
画
家
、
ル
ー
カ

ス
・
ク
ラ
ナ
ハ
（
父
）
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ナ
ハ
は
、
ル
タ
ー
自
身
の
イ
メ

ー
ジ
を
版
画
な
ら
び
に
板
絵
の
肖
像
画
と
い
う
形
で
世
に
広
め
る
ば
か
り

で
な
く
、
宗
教
改
革
の
出
だ
し
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
も
担
っ
た
。

図1　エアハルト・シェーン、《偶像破壊運動》、1530年頃、木版画のビラ（部分）
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ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ハ（
父
）

　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
侯
の
宮
廷
画
家
と
な
っ
た
ク
ラ
ナ
ハ
は
、
一
五
○

五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
移
り
、
こ
の
地
で
五
十
年

近
く
在
職
し
た
。
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
侯
に
と
っ
て
ヴ

ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
は
領
地
内
の
本
拠
地
で
あ
り
、
一
五
○
二
年
に
自
身

が
新
設
し
た
大
学
（
ロ
イ
コ
レ
ア
）
は
権
力
集
中
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

人
文
主
義
者
た
ち
を
大
い
に
惹
き
付
け
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ア
ウ
グ
ス
テ

ィ
ヌ
ス
会
修
道
士
だ
っ
た
ル
タ
ー
も
、
一
五
○
八
年
に
エ
ア
フ
ル
ト
大
学

か
ら
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
に
移
り
、
一
五
一
二
年
に
聖
書
解
釈
の
講

座
を
継
承
し
て
い
る
。

　

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
の
間
に
確
執
を
抱
い
て
い
た
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
命
侯
は
、
選
帝
侯
の
権
力
強
化
策
を
取
り
、
エ
ル
ツ
地
方

の
山
か
ら
摂
れ
る
銀
と
い
う
財
源
を
バ
ッ
ク
に
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内
に

お
け
る
最
有
力
者
に
な
っ
て
い
た
。
自
身
の
宮
廷
を
芸
術
、
文
化
と
教
育

の
中
心
と
し
て
拡
充
す
る
こ
と
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
こ
の
よ
う
な
政
策
の

一
環
で
あ
り
、
こ
れ
に
追
加
さ
れ
た
ル
タ
ー
擁
護
は
、
お
そ
ら
く
初
め
は

彼
の
ア
ン
チ
・
イ
タ
リ
ア
、
ア
ン
チ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
主
義
に
連
な
る

行
為
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ク
ラ
ナ
ハ
は
、
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
か
ら
外

交
官
に
も
任
命
さ
れ
、
貴
族
に
列
せ
ら
れ
て
紋
章
を
授
か
り
、
当
時
ヴ
ィ

ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
最
も
富
裕
な
市
民
の
一
人
で
あ
っ
た
。6

　

こ
う
し
て
ル
タ
ー
と
ク
ラ
ナ
ハ
が
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
の
援
助
を
受
け
て

改
革
派
の
動
き
を
推
進
す
る
中
、
言
葉
の
ル
タ
ー
と
絵
の
ク
ラ
ナ
ハ
が
生

み
出
し
た
宗
教
改
革
の
象シ

ン
ボ
ル徴

と
も
言
え
る
の
が
、
一
五
二
二
年
九
月
に
出

版
さ
れ
た
『
ド
イ
ツ
語
訳
新
約
聖
書
』
で
あ
る
。7 

ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ

ハ
が
挿
絵
を
つ
け
て
自
身
の
印
刷
工
房
で
印
刷
し
た
ル
タ
ー
に
よ
る
ド
イ

ツ
語
訳
新
約
聖
書
の
挿
絵
に
は
二
つ
の
明
確
な
意
図
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

民
衆
に
聖
書
の
言
葉
を
分
か
り
易
く
視
覚
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
二
つ
目

に
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
批
判
、
す
な
わ
ち
反
教
皇
を
視
覚
的
に

広
め
る
と
い
う
、
二
重
の
機
能
で
あ
っ
た
。
以
下
、
ク
ラ
ナ
ハ
が
ル
タ
ー

と
共
に
生
み
出
し
た
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
美
術
」
を
具
体
的
な
作
例
に

沿
っ
て
見
て
ゆ
き
た
い
。

ル
タ
ー
の
肖
像
画

　

ク
ラ
ナ
ハ
が
ル
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
最
大
の
理

由
は
、
ル
タ
ー
の
肖
像
画
を
多
数
残
し
、
後
世
に
描
か
れ
た
ル
タ
ー
の
肖

像
は
全
て
ク
ラ
ナ
ハ
が
描
い
た
原
型
に
遡
る
と
い
う
点
で
あ
る
。8 

ル
タ

ー
は
一
五
二
一
年
一
月
に
ロ
ー
マ
教
皇
の
教
皇
勅
書
に
よ
っ
て
正
式
に
破

門
の
宣
告
を
受
け
る
。
そ
し
て
同
年
四
月
に
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
帝
国
議
会

に
召
還
さ
れ
、
五
月
二
十
六
日
に
ヴ
ォ
ル
ム
ス
勅
令
に
よ
る
帝
国
追
放
の

刑
を
受
け
た
。
ル
タ
ー
が
危
機
に
あ
っ
た
一
五
二
○
年
か
ら
二
二
年
に
か

け
て
、
ル
タ
ー
の
肖
像
画
は
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
形
で
生
み
出

さ
れ
、
改
革
派
た
ち
に
よ
っ
て
公
式
の
ル
タ
ー
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
拡
散
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

一
五
一
九
年
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ュ
テ
ッ
ケ
ル
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に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
ル
タ
ー
の
著
作
『
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
説
教
』（
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
博
物
館
）9 

に
お
い
て
は
、
本
の
扉
絵
に

著
者
像
と
し
て
描
か
れ
た
ル
タ
ー
に
は
ま
だ
個
人
的
な
風
貌
は
見
出
せ
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
一
五
二
○
年
に
ク
ラ
ナ
ハ
が
銅
版
画

で
描
い
た
最
初
の
肖
像
画
《
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
修
道
会

士
と
し
て
の
ル
タ
ー
》（
ウ
ィ
ー
ン
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー

ナ
美
術
館
）（
図
2
）10 

は
、
ル
タ
ー
の
当
時
の
風
貌
を

よ
く
伝
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
修
道

会
士
と
し
て
ト
ン
ス
ラ
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
の
ル
タ
ー
は
目

が
落
ち
窪
み
、
精
神
的
な
緊
張
が
漲
る
四
分
の
三
正
面
観

で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
は
、
ヴ
ォ
ル
ム

ス
の
帝
国
議
会
開
催
前
に
ル
タ
ー
の
顔
を
世
に
広
く
知
ら

し
め
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
痩
せ
こ
け
た
ル
タ
ー
を
気
に

入
ら
ず
、
描
き
直
さ
せ
た
。
次
に
出
来
た
肖
像
画
は
、
先
ほ
ど
の
銅
版
画

を
元
に
、
壁
龕
の
中
に
入
っ
て
権
威
付
け
ら
れ
た
、よ
り
肉
付
き
が
よ
く

て
親
し
み
易
く
、
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な
《
ニ
ッ
チ
の
中
の
ル
タ
ー
》

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
州

立
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
）（
図
3
）11 

で
あ

る
。
こ
の
版
画
は
一

五
二
一
年
に
は
、
ハ

ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン

ク
＝
グ
リ
ー
ン
に
よ

っ
て
、
木
版
画
で

後ニ
ン
ブ
ス輪

と
頭
上
に
大
き

な
精
霊
の
鳩
が
加
え

ら
れ
て
、
左
右
が
反

転
し
た
《
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
修
道
会
士

と
し
て
の
ル
タ
ー
》

（
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
、
ヴ

ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
財

団
） （
図
4
）12
に
な

り
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム

ス
・
ホ
プ
フ
ァ
ー
の

同
年
の
銅
版
画
で
は
、

図 2　ルーカス・クラナハ（父）、
《アウグスティヌス修道士として
のルター》、銅版画、1520年

図4　ハンス・バルドゥンク＝グリ
ーン、《アウグスティヌス修道士
としてのルター》、木版画、1521
年

図 3　ルーカス・クラナハ（父）、
《ニッチの中のアウグスティヌス
修道士としてのルター》、銅版画、
1520年
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精
霊
の
鳩
が
小
さ
く
な
る
代
わ
り
に
、
更
に
後ニ
ン
ブ
ス輪

の
光
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
ナ
ハ
の
一
五
二
○
年
の
銅
版
画
に
よ
る
ル
タ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
極
め
て
早
い
段
階
か
ら
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
な
が

ら
も
、
短
期
間
で
ル
タ
ー
を
神
格
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
後
も
ル
タ
ー
の
肖
像
画
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
会
修
道
士
の
姿

に
留
ま
ら
ず
、
完
全
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
描
か
れ
た
《
博
士
帽
を
被
っ
た

修
道
僧
の
肖
像
》（
ゴ
ー
タ
、
研
究
所
図
書
館
）13
、
騎
士
に
変
装
し
て
ヴ

ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
乗
り
込
ん
だ
《
騎
士
イ
ェ
ル
ク
と
し
て
の
ル
タ
ー
》

（
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
財
団
）14
、
そ
し
て
一
五
二
九
年
に
は

修
道
士
で
あ
り
な
が
ら
妻
帯
し
た
「
よ
き
夫
」
と
し
て
、
板
絵
に
よ
る
《
夫

婦
の
ダ
ブ
ル
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
》（
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
財
団
）

と
い
う
形
で
公
に
イ
メ
ー
ジ
が
広
め
ら
れ
て
い
っ
た
。15

　

ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
の
宮
廷
画
家
だ
っ
た
ク
ラ
ナ
ハ
は
、
当
時
唯
一
人
ル

タ
ー
の
肖
像
を
直
接
本
人
を
前
に
描
け
る
立
場
に
あ
り
、
社
会
的
要
請
に

応
じ
て
ル
タ
ー
の
風
貌
を
描
き
分
け
た
。
そ
も
そ
も
肖
像
画
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
は
王
侯
貴
族
や
支
配
者
階
級
の
特
権
的
な
も
の
で
あ
り
、
両
親
が
農

民
出
身
で
本
人
も
一
修
道
士
で
あ
っ
た
人
物
の
肖
像
画
が
こ
れ
ほ
ど
多
く

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
多
数
短
期
間
で
拡
散
さ
れ
た
と
い
う
の

は
極
め
て
稀
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
改
革
派
を
支
援
し
た
ザ
ク
セ
ン
選

定
侯
の
巧
み
な
メ
デ
ィ
ア
戦
略
抜
き
に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

律
法
と
福
音

　

ル
タ
ー
と
ク
ラ
ナ
ハ
が
生
ん
だ
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
の
美
術
の
中

で
最
も
重
要
な
図
像
が
「
律
法
と
福
音
」
で
あ
る
。
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
を
媒
体
と
し
て
多
く
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
ん
だ
こ
の
図
像

は
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
の
中
心
的
な
テ
ー
ゼ
で
あ
る
「
信
仰
義
人
論　

R
ech

tfertigu
n
gsleh

re

」
を
明
瞭
に
視
覚
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。16
こ
こ
に
絵
画
に
お
け
る
新
た
な
〈
こ
と
ば
と
絵W

o
rt u

n
d
 

B
ild

〉
の
関
係
性
が

誕
生
し
た
。
図
像
の

源
泉
に
関
し
て
は
諸

説
あ
る
も
の
の
、17 

ク
ラ
ナ
ハ
が
制
作
し

た
一
五
二
九
年
の
プ

ラ
ハ
タ
イ
プ
18 

と

ゴ
ー
タ
タ
イ
プ
（
図

５
）19 

の
板
絵
が
後

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
土
台
に
な
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
画

面
は
中
央
の
一
本
の

木
で
分
け
ら
れ
、
左

側
に
律
法
が
支
配

図5　ルーカス・クラナハ（父）、《律法と福音》、板絵、
1529年　ゴータ、フリーデンシュタイン城所蔵
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す
る
旧
約
の
世
界
を
、
右
側
に
新
約
の
福
音
の
世
界
が
描
出
さ
れ
て
い

る
。20

　
《
律
法
と
福
音
》
は
本
来
非
常
に
複
雑
な
神
学
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
伝
え

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
聖
書
の
言
葉
に
言
及
し
、
か
つ
説
教
な
ど
で
説

明
を
補
う
こ
と
な
し
で
は
ほ
と
ん
ど
理
解
不
能
な
も
の
と
言
わ
れ
る
。21 

そ
の
た
め
画
面
に
は
聖
書
か
ら
の
引
用
が
添
え
ら
れ
た
。
聖
書
の
言
葉
と

個
々
の
物
語
場
面
と
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
絵
の
具
体
的
な
読
み
取
り

を
指
示
す
る
こ
の
絵
画
は
、
ル
タ
ー
が
意
図
し
た
文
脈
に
沿
っ
て
絵
画
を

「
正
し
く
」
扱
い
、
勝
手
な
解
釈
を
す
る
危
険
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
、
鑑

賞
者
に
向
け
ら
れ
た
あ
る
種
の
「
矯
正
装
置
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に

ル
タ
ー
が
「
教
え
を
心
に
刻
む
た
め
の
絵M
erk

b
ild

（
メ
ル

ク
ビ
ル
ト
）」
と
言
っ
た
機
能
を
持
つ
タ
イ
プ
の
絵
画
で
あ
っ

た
。22

　

し
か
し
、
そ
の
外
観
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
お
い
て
は
中
世
に
広
く
流
布

し
、
ル
タ
ー
が
根
本
的
に
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
、「
ア
ル
マ
・
ク
リ
ス

テ
ィ
（
キ
リ
ス
ト
の
武
器
）」（
図
6
）
の
よ
う
な
祈
念
像
タ
イ
プ
23 

の
造

形
原
理
の
応
用
で
あ
る
。
ア
ル
マ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト

を
取
り
囲
む
様
々
な
受
難
具
に
見
ら
れ
る
説
明
的
な
描
き
込
み
が
キ
リ
ス

ト
の
受
難
の
全
て
を
眼
前
に
呼
び
起
こ
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
よ
う
に
、

「
律
法
と
福
音
」
の
画
面
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
個
々
の
物
語
場
面
は
、
ル

タ
ー
の
「
信
仰
義
人
論
」
に
つ
い
て
説
教
を
通
じ
て
耳
で
聞
き
、
そ
れ
を

目
で
再
確
認
さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
。

　

ま
た
様
式
的
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
ク
ラ
ナ
ハ
は
一
五
二
九
年
の
板
絵

で
は
一
世
代
前
の
ブ
リ
ュ

ッ
へ
の
画
家
、
ハ
ン
ス
・

メ
ム
リ
ン
ク
（
一
四
三
○

年
頃
―
一
四
九
四
年
）
の

《
イ
エ
ス
の
受
難
伝
の
三

連
画
》（
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
、

聖
ア
ン
ナ
博
物
館
）
24 

や
《
聖
母
の
七
つ
の
喜
び

の
祭
壇
画
》（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー

ク
）（
図
7
）25 

の
よ
う
に
、

物
語
場
面
を
遠
方
の
山
の

連
な
り
が
見
え
る
美
し
い

図6　《アルマ・クリスティ》、木版
画、1470-1485年頃、ニュルン
ベルク、ゲルマン民俗博物館所蔵

図7　ハンス・メムリンク、《聖母の七つの喜
び》、板絵、1480年頃、ミュンヘン、アル
テ・ピナコテーク所蔵（部分）
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風
景
の
中
に
散
り
ば
め
た
。
ゴ
ー
タ
の
板
絵
に
は
、
ク
ラ
ナ
ハ
（
父
）
が

ウ
ィ
ー
ン
時
代
か
ら
得
意
と
し
て
い
た
、
雲
の
表
現
や
遠
方
の
白
い
山
脈

が
繊
細
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。26

　

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
は
先
行
す
る
古
い
メ
デ
ィ
ア
を
模
倣
す
る
と
言
わ
れ

る
が
、
ま
さ
に
こ
の
《
律
法
と
福
音
》
は
、
ク
ラ
ナ
ハ
が
既
存
の
絵
画
様

式
と
形
式
を
使
っ
て
、
ル
タ
ー
の
教
え
に
沿
っ
た
、
新
た
な
絵
画
の
読
み

取
り
の
方
法
を
提
案
し
た
板
絵
で
あ
っ
た
。27 

　

こ
の
「
律
法
と
福
音
」
の
図
像
は
、
一
五
三
九
年
に
新
た
に
復
活
し
て

く
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
の
た
め
の
《
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
祭
壇
画
》

（
図
8
）
に
お
い
て
も
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ド
イ

ツ
の
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
に
お
い
て
と
り
わ
け
豊
か
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

生
ん
だ
「
展
開
式
祭
壇
画
」
は
、
改
革
派
に
よ
っ
て
偶
像
破
壊
運
動
の
最

中
に
最
も
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
ル
タ
ー
の
絵
画
批
判
に
応
え
る

形
で
、
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
た
ち
に
よ
る
祭
壇
画
の
発
注
は
一
五
一
七
年
の

ツ
ヴ
ィ
ッ
カ
ウ
の
《
ク
ニ
グ
ン
デ
祭
壇
画
》（
図
9
）
を
最
後
に
途
絶
え
て

い
た
の
で
あ
る
。28 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
時
銀
の
産
出
を
背
景
に
ザ
ク

セ
ン
選
定
侯
家
の
領
地
の
中
で
も
重
要
性
が
増
し
て
い
た
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル

ク
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
大
聖
堂
に
二
十
年
ぶ
り
に
大
掛
か
り
な
展
開
式
祭

壇
が
復
活
し
た
際
に
、
普
段
は
両
翼
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
週
日
面
の
四
枚

の
縦
長
の
パ
ネ
ル
に
は
、
四
枚
に
ま
た
が
っ
て
「
律
法
と
福
音
」
の
図
像

が
描
か
れ
た
。（
図
10
）
一
方
左
右
二
枚
の
パ
ネ
ル
を
開
く
と
、
画
面
の

中
央
パ
ネ
ル
に
は
「
十
字
架
磔
刑
図
」、
左
右
両
翼
裏
面
に
は
「
オ
リ
ー
ブ

山
の
祈
り
」、「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
像
の
下

図9　ルーカス・クラナハ（父）、《クニグン
デ祭壇画》、1517年、ツヴィッカウ、聖カ
タリーナ教会

図8　ルーカス・クラナハ（父）、《シュネー
ベルク祭壇画》、1539年、シュネーベルク、
聖ヴォルフガング教会
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に
は
左
下
に
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
家
の
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
寛
大
公
（
一

五
◯
三
―
一
五
五
四
年
）
と
、
右
下
に
ザ
ク
セ
ン
・
コ
ー
ブ
ル
ク
侯
、
ヨ

ハ
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト
（
一
五
二
一
―
一
五
五
三
年
）
の
肖
像
が
配
さ
れ
た
。

（
図
11
）
つ
ま
り
、
特
別
な
日
に
開
陳
さ
れ
る
祭
日
面
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク

の
祭
壇
画
と
ま
っ
た
く
同
じ
旧
来
の
図
像
が
古
い
形
式
の
ま
ま
配
さ
れ
た

が
、
普
段
閉
じ
ら
れ
た
状
態
で
見
る
週
日
面
に
は
「
律
法
と
福
音
」
の
図

像
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
祭
壇
画
の
全
体
の
図
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

ル
タ
ー
派
の
文
脈
に
お
い
て
読
み
取
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
、
信
徒
た
ち
に
向
け
て
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。29

　

一
方
こ
う
し
た
大
掛
か
り
で
豪
華
な
祭
壇
画
と
は
別
に
、
ク
ラ
ナ
ハ
工

房
で
は
ル
タ
ー
の
信
仰
義
人
論
を
基
に
解
釈
さ
れ
た
特
定
の
図
像
が
板
絵

で
量
産
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
一
五
三
二
年
の
《
キ
リ
ス
ト
と
姦
通
の
女
》

（
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
絵
画
館
）（
図
12
）30 

で
あ
る
。
信
仰
に
よ
る
罪
の
弁
護

と
い
う
ル
タ
ー
の
中
心
的
な
テ
ー
ゼ
の
文
脈
か
ら
、
こ
の
主
題
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
側
に
愛
好
さ
れ
た
。
横
長
の
画
面
の
中
央
で
イ
エ
ス
が
姦
通
し

た
女
の
右
手
首

を
つ
か
み
、
そ

の
周
り
を
律
法

学
者
た
ち
が
取

り
囲
ん
で
い
る
。

図10　ルーカス・クラナハ（父）、〈律法と福
音〉、《シュネーベルク祭壇画》、1539年

図11　ルーカス・クラナハ（父）、《シュネーベ
ルク祭壇画》、〈十字架磔刑図〉、1539年

図12　ルーカス・クラナハ（父）、《キリストと姦通の女》、1532年、
ブダペスト、絵画館所蔵
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イ
エ
ス
の
頭
上
に
は
「
あ
な
た
た
ち
の
中
で
罪
を
犯
し
た
こ
と
が
な
い
者

が
、
最
初
の
石
を
投
げ
な
さ
い
。」（
ヨ
ハ
ネ
、8, 1-11

）
と
記
さ
れ
て
お

り
、
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
律
法
と
福
音
」
に
対
比
さ
れ
る
罪
の

許
し
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
様
式
的
に
は
、
人
物
を
横
長
の
画
面
の

中
に
半
身
像
で
描
く
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
の
絵
画
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
、

一
五
二
○
年
代
か
ら
三
○
年
代
に
か
け
て
、
ク
ラ
ナ
ハ
工
房
で
多
数
制
作

さ
れ
た
。

　

ま
た
宗
教
改
革
の
信
条
表
明
と
な
る
別
の
主
題
は
、
一
五
三
○
―
四
五

年
制
作
の
《
こ
ど
も
た
ち
の
祝
福
》（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
シ
ュ
テ
ー
デ
ル

美
術
館
）（
図
13
）31 

を
描
い
た
板
絵
で
あ
る
。
イ
エ
ス
を
取
り
囲
む
よ

う
に
、
大
勢
の
乳
飲
み
子
を
抱
い
た
母

親
た
ち
が
描
か
れ
た
賑
や
か
な
構
図
で

あ
り
、
神
の
恩
寵
を
通
し
て
救
済
を
見

出
す
前
提
条
件
と
し
て
、
子
供
ら
し
い

純
真
な
信
仰
を
挙
げ
て
い
た
ル
タ
ー
の

確
信
が
こ
の
よ
う
な
主
題
を
促
し
た
と

さ
れ
、
現
存
す
る
だ
け
で
三
十
四
点
の

作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

更
に
一
五
四
○
年
の
《
使
徒
た
ち
の

別
れ
》（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
国
立
博

物
館
）（
図
14
）32 

は
、
新
た
に
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
図
像
と
し
て
近
年
注
目

さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
画
面
右
端
の
使

徒
の
一
人
に
は
、
ル
タ
ー
の
親
友
で
あ

り
改
革
派
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ

た
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
の
肖
像
が
描
か
れ
る

こ
と
で
、
福
音
を
伝
道
す
る
改
革
派
の

正
当
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。33 

こ
れ
ら

図13　ルーカス・クラナハ（父）、《こどもたちの祝福》、1530-45年、
フランクフルト、シュテーデル美術館

図14　ルーカス・クラナハ（父）、《使徒たちの別れ》、1540年、ス
トックホルム、国立博物館所蔵
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三
枚
の
板
絵
は
い
ず
れ
も
横
長
で
、
サ
イ
ズ
が
八
十
二
㎝
×
一
二
一
㎝
と

決
め
ら
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
描
か
れ
て
お
り
、
ル
タ
ー
工
房
に
お
い
て
、

改
革
派
の
顧
客
の
間
で
人
気
商
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

新
教
の
美
術
？　

旧
教
の
美
術
？

　

だ
が
こ
こ
で
改
め
て
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ク
ラ
ナ
ハ

工
房
に
お
い
て
「
律
法
と
福
音
」
の
図
像
が
板
絵
に
登
場
し
始
め
る
一
五

二
○
年
代
後
半
に
は
、
依
然
と
し
て
旧
教
、
新
教
と
い
う
定
義
が
神
学
的

に
も
教
会
組
織
的
に
も
確
立
し
て
は
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
「
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
美
術
」
と
明
確
に
定
義
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
が
誕
生
し
て
い

た
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ク
ラ
ナ
ハ
は
一
五
二
五
年
ま
で
に
、

ル
タ
ー
の
天
敵
で
あ
り
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内
に
お
い
て
当
時
絶
大
な
権

力
を
保
持
し
て
い
た
マ
イ
ン
ツ
の
大
司
教
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ブ

ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
（
一
四
九
○
―
一
五
四
一
年
）34 

の
発
注
に
応
じ
て
一

四
○
枚
以
上
の
板
絵
を
ハ
ッ
レ
の
教
会
の
装
飾
の
た
め
に
制
作
し
て
お
り
、

ク
ラ
ナ
ハ
工
房
で
は
祭
壇
画
の
注
文
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
画
家
は
商
い
と
し
て
顧
客
の
注
文
に
は
宗
派
を
問
わ
ず
に
応
じ

た
の
で
あ
り
、
ク
ラ
ナ
ハ
の
場
合
は
雇
用
主
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
た

ち
も
、
そ
れ
を
寛
大
に
認
め
て
い
た
。35

　

祭
壇
画
の
形
式
を
見
て
も
、
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
た
ち
が
宗
教
改
革
前
に

ク
ラ
ナ
ハ
工
房
に
発
注
し
た
最
後
の
祭
壇
画
、
一
五
一
七
年
の
ツ
ヴ
ィ
ッ

カ
オ
の
《
ク
ニ
グ
ン
デ
祭
壇
画
》（
図
9
）
と
一
五
三
九
年
に
制
作
さ
れ
た

《
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
の
祭
壇
画
》（
図
12
）
で
は
、
祭
壇
画
の
形
式
は
以
前

の
多
翼
式
祭
壇
画
と
同
じ
で
あ
り
、
祭
日
面
に
お
い
て
は
、
両
翼
に
描
か

れ
た
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
た
ち
の
背
後
に
描
か
れ
た
「
聖
人
」
た
ち
が
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
文
脈
に
お
い
て
、
消
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。36

ル
タ
ー
の
死
後

　

ル
タ
ー
が
一
五
四
六
年
に
死
去
し
た
翌
年
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
は
、

ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ナ
ハ
の
息
子
に
よ
っ
て
新
た
な
祭
壇
画
が
設
置
さ
れ
た
。

一
五
二
二
年
に
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
よ
っ
て
偶
像
破
壊
が
主
導
さ
れ
、

ル
タ
ー
自
身
も
三
十
三
年
間
説
教
を
し
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
聖
堂
に
、

二
十
五
年
ぶ
り
に
主
祭
壇
画
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。37 

ル
タ
ー
が
実
際

に
説
教
を
し
た
こ
の
教
会
堂
の
祭
壇
画
の
プ
レ
デ
ッ
ラ
に
は
、
会
衆
に
説

教
を
す
る
ル
タ
ー
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
中
に
は
同
教
会
の
司
祭
で

一
五
五
八
年
ま
で
説
教
を
し
て
い
た
ブ
ー
ゲ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
や
、
一
五
六
○

年
ま
で
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
で
講
義
を
し
て
い
た
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
が

「
集
団
肖
像
画
」
風
に
画
中
に
登
場
し
て
い
る
（
図
15
）。

　

祭
壇
画
の
前
面
に
描
か
れ
た
四
枚
の
パ
ネ
ル
は
、
実
際
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ン

ベ
ル
ク
の
聖
堂
空
間
を
模
し
て
お
り
、
プ
レ
デ
ッ
ラ
の
《
会
衆
に
説
教
を

す
る
ル
タ
ー
》
の
画
中
に
描
か
れ
た
灰
緑
色
の
壁
や
床
石
は
教
会
内
陣
の

石
材
と
一
致
し
て
い
る
。
絵
画
空
間
は
聖
堂
の
内
陣
空
間
と
一
続
き
と
な

り
、
観
者
は
あ
た
か
も
プ
レ
デ
ッ
ラ
に
描
か
れ
た
ル
タ
ー
の
説
教
の
場
面

に
描
か
れ
た
会
衆
の
一
人
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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《
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
祭
壇
画
》
で
は
実
際
に
こ
の
聖
堂
で
活
動
し

た
ル
タ
ー
や
ブ
ー
ゲ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
そ
し
て
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
が
画
中
に
描

か
れ
て
い
る
が
、
つ
い
に
一
五
五
五
年
の
《
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
祭
壇
画
》

（
図
16
）
に
お
い
て
、
ル
タ
ー
と
ク
ラ
ナ
ハ
は
聖
人
た
ち
と
対
等
の
立
場

で
祭
壇
画
の
メ
イ
ン
パ
ネ
ル
に
登
場
し
た
。
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
寛

大
公
の
墓エ
ピ
タ
フ

碑
銘
で
も
あ
る
こ
の
祭
壇
画
は
、
ク
ラ
ナ
ハ
の
息
子
が
同
時
に

父
親
の
功
績
を
讃
え
る
た
め
に
制
作
し
た
三
連
画
で
あ
る
。38 

こ
こ
で
ク

ラ
ナ
ハ
と
ル
タ
ー
は
、
律
法
と
福
音
の
世
界
の
仲
介
者
で
あ
る
洗
礼
者
ヨ

ハ
ネ
と
並
ん
で
配
さ
れ
、
彼
ら
は
そ
の
聖
人
と
同
様
に
福
音
の
教
え
を
仲

介
す
る
者
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ル
タ
ー
は
自
身
で
訳
し
た
ド
イ
ツ

語
訳
聖
書
を
指
さ
し
、
ク
ラ
ナ
ハ
（
父
）
は
ル
タ
ー
の
信
仰
義
人
論
に
従

っ
て
、
十
字
架
に
か
か
る
イ
エ
ス
を
敬
虔
に
拝
む
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

中
央
パ
ネ
ル
を
見
る
と
、
宗
教
改
革
の
中
心
的
な
主
題
で
あ
っ
た
「
律

法
と
福
音
」
の
図
像
が
別
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
で
描
か
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
板
絵
で
は
旧
約
と
新
約
の
世
界
は
、
図
式
的
に
左
右

に
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
三
連
画
に
お
い
て
は
、
人
間

が
救
済
を
求
め
て
、
救
い
な
く
裸
で
逃
げ
惑
う
旧
約
の

世
界
は
今
や
遠
く
の
風
景
に
あ
る
離
れ
た
出
来
事
と
な

り
、
キ
リ
ス
ト
の
磔
刑
図
と
勝
利
の
キ
リ
ス
ト
が
、
画

面
の
最
前
列
に
大
き
く
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
洗
礼

者
ヨ
ハ
ネ
の
隣
に
立
つ
二
人
の
人
物
の
う
ち
、
キ
リ
ス

ト
の
脇
腹
か
ら
出
る
救
済
の
血
が
、
放
射
線
を
描
い
て

落
ち
て
い
る
の
は
、
何
と
ク
ラ
ナ
ハ
の
頭
上
（
図
17
）

で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
祭
壇
画
が
我
々
に
披
瀝
し

て
い
る
の
は
、
宗
教
改
革
と
は
ま
さ
に
「
言
葉
と
図
像 

W
o
rt u

n
d
 B

ild

」
が
一
体
と
な
っ
て
展
開
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
立
役
者
が
ル
タ
ー
と
ク
ラ
ナ
ハ
、

そ
し
て
彼
等
を
支
え
た
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
家
の
エ
ル
ネ
ス

テ
ィ
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ル
タ
ー
を
保
護

し
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
侯
の
甥
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ

ー
ド
リ
ヒ
寛
大
公
の
墓
碑
銘
で
も
あ
る
こ
の
祭
壇
画
は
、

図15　ルーカス・クラナハ（息子）、〈会衆に説教す
るルター〉、《ヴィッテンベルクの祭壇画》、1546年、
ヴィッテンベルク

図16　ルーカス・クラナハ（息子）、《ヴァイマールの
祭壇画》、ヴァイマール、聖ペテロとパウロ教会
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ク
ラ
ナ
ハ
の
息
子
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
侯
の
次
世

代
の
選
定
侯
と
ク
ラ
ナ
ハ
の
息
子
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ル
タ
ー
の
教
え
は

既
に
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
ル
タ
ー
と
親
交
が
深
か
っ
た
ク
ラ
ナ
ハ
と
そ
の
工
房
が
ル
タ

ー
派
の
た
め
に
生
み
出
し
た
作
品
を
中
心
に
見
て
来
た
。
こ
れ
ら
の
板
絵

や
祭
壇
画
が
結
果
的
に
後
世
に
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
の
美
術
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
形
式
と
様
式
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
と
新
た

な
意
味
の
付
け
替
え
を
行
い
つ
つ
も
、
旧
来
の
も
の
を
多
く
踏
襲
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
は
更
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
見
ら
れ
る
、

も
う
一
つ
の
造
形
の
側
面
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
そ
れ
は
聖
書
の
「
文
字
」

を
重
視
し
た
造
形
で
あ
る
。

文
字
の
神
格
化
？

　

ク
ラ
ナ
ハ
は
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
板
絵
や
祭
壇

画
に
お
い
て
新
し
い
ル
タ
ー
派
の
絵
画
を
生
み
出
す
一
方
で
、
一
五
一
九

年
に
も
う
一
つ
の
改
革
派
の
美
術
の
動
向
に
も
寄
与
し
て
い
た
。
そ
れ
が

《
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ビ
ラ
》（
図

18
）39 

で
あ
る
。
こ
れ
は
ク
ラ
ナ
ハ
が
初
め
て
改
革
派
の
た
め
に
手
が
け

た
大
型
の
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
造
形
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
は
明
ら
か

に
文
字
が
図
像
よ
り
も
優
位
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。40 

こ
の
よ
う
に
図

像
の
中
に
吹
き
出
し
を
作
っ
て
そ
こ
に
文
字
を
記
し
、
挿
絵
の
中
に
押
し

込
ん
で
ゆ
く
方
法
は
、
活
版
印
刷
術
が
開
発
さ
れ
る
前
の
書
物
、
す
な
わ

ち
文
字
と
絵
が
同
時
に
一
枚
の
版
木
に
彫
ら
れ
て
印
刷
さ
れ
る
版
木
本

（
ブ
ロ
ッ
ク
ブ
ー
フ
）
に
見
ら
れ
る
古
い
形
式
の
応
用
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
は
既
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
美
術
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、「
文

字
と
絵
」
の
新
た
な
関
係
性
、
す
な
わ
ち
絵
解
き
を
す
る
文
字
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
重
点
が
置
か
れ
た
絵
画
が
誕
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
造
形

原
理
の
奇
妙
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
一
五
三
八
年
頃
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

フ
ュ
ル
マ
ウ
ラ
ー
が
制
作
し
た
ゴ
ー
タ
市
美
術
館
所
蔵
の
《
ハ
イ
ン
リ

ヒ
・
フ
ュ
ル
マ
ウ
ラ
ー
の
祭
壇
画
》（
図
19
）
に
お
い
て
見
る
事
が
で
き
る
。

「
豪
華
絵
本
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
多
翼
式
祭
壇
画
の
百
枚
を

超
え
る
パ
ネ
ル
に
は
、
聖
書
の
物
語
の
場
面
の
頭
上
に
聖
書
か
ら
の
引
用

が
能
書
家
た
ち
に
よ
っ
て
画
面
の
半
分
近
く
を
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
に
書
き

込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。41

図17　ルーカス・クラナハ（息子）、《ヴァイ
マールの祭壇画》、（部分）
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図
像
選
択
な
ら
び
に
聖
書
か
ら
の
言
葉
の
引
用
に
関
し
て
、
ル
タ
ー
の

意
向
が
直
接
反
映
さ
れ
た
祭
壇
画
が
一
五
三
七
年
に
中
部
フ
ラ
ン
ケ
ン
地

方
の
帝
国
都
市
デ
ィ
ン
ケ
ル
ス
ビ
ュ
ー
ル
で
制
作
さ
れ
た
。42 

一
五
三
四

年
に
新
教
に
な
っ
た
デ
ィ
ン
ケ
ル
ス
ビ
ュ
ー
ル
の
《
文
字
の
祭
壇
》（
図

20
）
に
は
、
現
在
三
つ
の
パ
ネ
ル
に
分
か
れ
た
祭
壇
の
左
右
の
パ
ネ
ル
に

旧
約
聖
書
の
「
十
戒
」
か
ら
、
そ
し
て
中
央
パ
ネ
ル
に
は
最
後
の
晩
餐
の

イ
エ
ス
の
言
葉
が
彫
ら
れ
て
い
る
。43 

現
在
ト
リ
プ
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
祭

図18　ルーカス・クラナハ（父）、《カールシュタット・フォン・ボーデンシュタインのビ
ラ》、木版画、1519年

図19　ハインリヒ・フュルマウラー、《ゴータの多翼式祭
壇画》、板絵、1538年、ゴータ市美術館所蔵
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壇
の
上
に
飾
ら
れ
て
い
る
こ
の
祭
壇
衝
立
て
は
、
元
は
上
部
の
中
央
パ

ネ
ル
に
《
最
後
の
晩
餐
》
が
描
か
れ
た
祭
壇
画
の
プ
レ
デ
ッ
ラ
の
部
分
が
、

三
連
画
形
式
で
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。44 

長
ら
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
美
術

に
お
け
る
典
型
的
な
「
文
字
の
祭
壇 Sch

riftaltar

」
と
解
釈
さ
れ
て
き
た

同
作
品
が
、
元
は
祭
壇
衝
立
て
の
中
央
パ
ネ
ル
に
《
最
後
の
晩
餐
》
の
板

絵
を
配
し
、
更
に
聖
書
か
ら
の
引
用
を
プ
レ
デ
ッ
ラ
に
記
す
よ
う
に
ル
タ

ー
自
身
が
指
示
し
て
い
た
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
プ
レ
デ
ッ
ラ

に
彫
ら
れ
た
文
字
の
書
体
は
当
時
ド
イ
ツ
で
広
く
使
用
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ

文
字Frak

tu
r

」
で
、

表
面
は
金
色
に
塗
装

さ
れ
て
お
り
、45 

こ

こ
に
絵
と
聖
書
の
文

字
が
同
等
の
重
み
で

存
在
す
る
、
新
た
な

祭
壇
形
式
が
誕
生
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ル
タ
ー
派
が
北
欧

諸
国
に
広
ま
る
と
、

デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て

は
更
に
徹
底
し
て
聖

書
の
文
言
の
み
で
作

ら
れ
た
「
文
字
の
祭

壇
画 Sch

riftaltar

」
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。46 

例
え
ば
一
五
八

六
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
で
制
作
さ
れ
た
《
ビ
ュ
ル
ク
の
祭
壇
》（
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
、
国
立
博
物
館
）（
図
21
）
に
お
い
て
は
、
本
来
絵
画
が
描
か
れ
る
場

所
に
様
々
な
素
材
か
ら
な
る
十
九
枚
の
プ
レ
ー
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ル
タ
ー

が
抜
粋
し
た
聖
書
の
文
言
が
彫
ら
れ
た
上
で
額
縁
を
つ
け
て
並
べ
ら
れ
て

い
る
。
ペ
ー
タ
ー
・
ト
レ
ル
ン
ド
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に

二
世
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
の
風
変
わ
り
な
祭
壇
の
プ
レ
ー
ト
は
、
そ
れ

ぞ
れ
書
体
と
プ
レ
ー
ト
の
素
材
に
変
化
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
相
当
近
く

に
寄
ら
な
い
限
り
、
祭
壇
全
体
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
は
見
え
な

い
。47

　

こ
の
よ
う
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
文
化
で
は
、
言
葉
が
書
か
れ
た
聖
書

の
文
字
そ
れ
自
体
が
物
質
的
な
存
在
感
を
放
っ
た
。
聖
書
の
核
と
な
る
と

思
わ
れ
る
箇
所
は
場
所
を
問
わ
ず
に
至
る
所
に
書
き
込
ま
れ
て
装
飾
に
用

図20　マイスター・ヴォルフ、《ディンケルスビュール
の祭壇》、1537年、ディンケルスビュール、精霊教会

図21　ペーター・トレルンド、《ビ
ュルクの祭壇》、1586年、コペ
ンハーゲン、国立博物館所蔵
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い
ら
れ
た
。
ル
タ
ー
は
こ
う
し
た
聖
書
か
ら
の
抜
粋
を
長
い
リ
ス
ト
に
し

て
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
「Sym

b
o
la

」
と
し
た
。
信
者
た
ち
は
そ
の
言
葉

を
本
、
壁
ま
た
は
扉
に
掲
げ
、
石
に
彫
っ
た
り
、
青
銅
に
鋳
造
さ
せ
た
り
、

ガ
ラ
ス
に
彫
り
つ
け
た
り
し
た
。
こ
う
し
て
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

家
庭
の
天
井
や
壁
、
家
具
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
ハ
ン
カ
チ
や
壁
の
掛
け
物
に
、

聖
書
の
文
言
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
聖
書
の
言
葉
を
記
し
た
文
字
自
体

を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
崇
め
る
傾
向
は
更
に
祭
壇
と
い
う
枠
を
外
れ
て
建
築

空
間
に
ま
で
進
出
し
、
ハ
ッ
レ
の
市
場
に
あ
る
聖
母
教
会
の
よ
う
に
、
二

階
席
の
手
す
り
の
周
囲
に
ま
た
が
っ
て
文
言
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
っ
た

（
図
22
）。48 

人
々
は
聖
書
や
ル
タ
ー
が
執
筆
し
た
教
理
問
答
集
、
そ
し
て

ル
タ
ー
が
選
び
出
し
た
聖
書
か
ら
の
一
句
を
こ
う
し
て
胸
に
刻
ん
だ
の
で

あ
っ
た
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ル
タ
ー

　

文
字
そ
の
も
の
に
物
質
的
な
象
徴
性
を
与
え
る
原
理
は
、
ア
ル
ブ

レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
一
五
二
五
年
に
出
版
し
た
『
測
定
法
教
則
』

の
木
版
挿
絵
（
図
23
）49 

に
も
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
同
書
の

遠
近
法
の
解
説
の
挿
絵
に
は
、 

»DA
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H

R
IST

V
S | A

LLE
R
 C

H
R
IST

 

| G
LA

V
B

IG
E
N

 | H
E
IL

« （「
神
の
言
葉
は
と
こ
し
え
に
変
る
こ
と
は

な
い
。
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
救
い
は
そ
れ
に
あ
り
。」（
イ
ザ
ヤ
書

40
：8
）
と
い
う
文
言
が
刻
ま
れ
た
記
念
柱
が
作
図
さ
れ
て
い
る
。50 

こ

図22　ハッレ、聖母教会の二階座席欄干手すりの文字、1550-1554年
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れ
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
遠
近
法
の
法
則
に
基
づ
き
固
定
さ
れ
た
一
点
か
ら
距

離
を
も
っ
て
文
字
を
眺
め
た
時
、
固
定
さ
れ
た
視
線
よ
り
も
高
い
位
置
に

あ
る
文
字
を
見
上
げ
る
場
合
は
角
度
が
増
す
ほ
ど
文
字
を
大
き
く
作
図

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
図
解
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
念
柱
に
は
日
常
的

に
使
用
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
文
字Frak

tu
r

」
に
代
わ
っ
て
「
ロ
ー
マ
字
体　

A
n
tiq

u
a

」
が
用
い
ら
れ
て
記
念
碑
と
し
て
の
性
格
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
聖
書
の
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
デ

ュ
ー
ラ
ー
が
一
五
二
四
／
二
五
年
の
時
点
で
、
ル
タ
ー
の
教
え
に
賛
同
し

て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
寛
大
公

と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヘ
ッ
セ
ン
伯
は
、
同
じ
聖
書
の
引
用
箇
所
の
ラ
テ
ン
語

版
「V

erb
u
m

 D
o
m

in
i M

an
et in

 A
etern

u
m

」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
字
の
頭
文
字
を
「V

D
M

IA
E

」
と
し
て
コ
ー
ド
化
し
、
新
教
諸
侯
た
ち

が
立
ち
上
げ
た
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
の
旗
に
付
し
た
。51 

一
五
二
九

年
に
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヘ
ッ
セ
ン
伯
の
一
派
が
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
皇

帝
会
議
に
こ
の
コ
ー
ド
を
衣
装
の
袖
に
つ
け
て
登
場
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
同
時
期
に
は
城
の
城
門
や
、
市
民
の
家
の
扉
、
窓
枠
や
鈴
の
つ
い
た

コ
ー
ト
に
も
こ
の
聖
書
の
文
言
は
縫
い
付
け
ら
れ
た
。52 

一

五
三
二
年
に
は
最
初
の
ル
タ
ー
の
完
全
版
聖
書
の
扉
絵
に
も

用
い
ら
れ
、
最
も
古
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
の
一
つ
で

あ
る
、
ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
の
聖
ア
ン
ナ
教
会
（
一
五
四
○
年
）

な
ら
び
に
エ
ア
フ
ル
ト
の
プ
レ
ー
デ
ィ
ガ
ー
教
会
（
一
五
四

一
年
）
の
聖
餐
式
の
聖
杯
の
シ
ャ
フ
ト
に
も
用
い
ら
れ
た
の

で
あ
る
。53 

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
《
四
人
の
使
徒
》一
五
二
六
年

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
晩
年
の
一
五
二
六
年
、
現
在
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

の
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
に
あ
る
一
対
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ

ル
な
油
彩
画
《
四
人
の
使
徒
》（
図
24
）54 

を
制
作
し
、
自
身

の
芸
術
的
遺
産
と
し
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
市
参
事
会
に
寄

贈
し
た
。
こ
こ
で
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
等
身
大
を
超
え
る
聖
パ
ウ

図23　アルブレヒト・デューラー、〈城壁の文字〉、『測
定法教則』挿絵、木版画、1525年
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ロ
と
聖
マ
ル
コ
（
右
）
お
よ
び
聖
ヨ
ハ
ネ
と
聖
ペ
テ
ロ
（
左
）
を
描
い
て
い

る
。
使
徒
た
ち
は
黒
い
背
景
の
前
で
円
陣
を
組
む
よ
う
に
身
体
を
密
着
さ

せ
て
立
っ
て
い
る
。

　

一
五
二
五
年
三
月
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
参
事
会
は
公
的
に
ロ
ー
マ
教

会
と
訣
別
に
至
っ
た
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
ル
タ
ー
を
個
人
的
に
識
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
ル
タ
ー
の
思
想
に
強
く
共
鳴
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
が
一

五
二
一
年
に
記
し
た
『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
旅
日
記
』
の
中
で
ル
タ
ー
の
著

作
を
度
々
購
入
し
た
こ
と
、
ま
た
同
年
の
五
月
十
七
日
付
け
の
日
記
の
中

で
、
ル
タ
ー
が
拉
致
さ
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
い
て
長
文
の
「
ル
タ
ー

哀
悼
文
」
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。55 

  

一
五
二
二
年
に
は
ル
タ
ー
の
膝
元
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
で
イ
コ
ノ
ク

ラ
ス
ム
が
起
こ
り
、
一
五
二
四
年
に
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
弟
子
三
人
が
、
ル

タ
ー
に
よ
っ
て
異
端
と
さ
れ
た
再
洗
礼
派
と
し
て
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市

か
ら
追
放
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ
た
。56 

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
こ
う
し

て
緊
迫
し
た
状
況
の
中
、
絵
画
を
通
し
て
改
め
て
ル
タ
ー
の
改
革
の
本
来

の
意
味
を
立
て
直
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
「
使
徒
の
派

遣
」57 

は
、
大
勢
の
使
徒
た
ち
が
賑
や
か
に
描
か
れ
た
ク
ラ
ナ
ハ
工
房
の

《
使
徒
の
派
遣
》（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
国
立
博
物
館
）（
図
14
）
と
は
か
な

り
赴
き
を
異
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
四
人
の
使
徒
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
選
ば
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
画
面
右
端
に
立
つ
パ
ウ
ロ
が
視
線
を
観
者
に
向
け

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
四
人
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
宗
教
改
革
に
お
け
る

ル
タ
ー
の
信
仰
義
人
論
は
、
パ
ウ
ロ
の
影
響
を
抜
き
に
し
て
は
考

え
ら
れ
な
い
。
ル
タ
ー
は
ク
ラ
ナ
ハ
と
そ
の
工
房
で
制
作
さ
れ
た

「
律
法
と
福
音
」
の
図
像
で
図
解
し
て
い
る
よ
う
に
、
パ
ウ
ロ
の

「
信
仰
に
よ
る
義
」
を
、
人
間
は
罪
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

信
仰
に
よ
っ
て
神
に
義
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
に
理
解
し

た
。
結
果
と
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
を
生
ん
だ
ル
タ
ー
の
こ
の
教
説
は
、
単
純
化
さ
れ
て
は
い
る

が
、
一
種
の
パ
ウ
ロ
主
義
で
あ
っ
た
。58 

こ
の
パ
ウ
ロ
は
、
デ
ュ

ー
ラ
ー
の
油
彩
画
で
は
精
神
的
支
柱
と
し
て
、
彫
刻
の
よ
う
に
深

図24　アルブレヒト・デューラー、《四人の使徒》、
油彩画、1526年、ミュンヘン、アルテ・ピナコ
テーク所蔵
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く
襞
が
刻
ま
れ
た
重
々
し
い
ド
レ
パ
リ
ー
で
描
か
れ
る
。
対
し
て
左
側
の

パ
ネ
ル
に
描
か
れ
た
ペ
テ
ロ
は
、
こ
こ
で
は
パ
ウ
ロ
の
相
手
役
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
役
割
を
ヨ
ハ
ネ
に
譲
り
渡
し
て
い
る
。
ヨ
ハ
ネ
は
ル
タ
ー
が

最
も
ひ
い
き
に
し
た
福
音
書
記
者
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
混
沌
と
し
た
時
代

に
四
重
の
警
告
を
行
う
た
め
に
団
結
し
た
聖
な
る
四
人
の
男
性
グ
ル
ー
プ

だ
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
彼
の
同
胞
及
び
後
世
の
人
々
に
向
け
て
墓
碑
銘
の

よ
う
な
形
で
、
更
に
長
文
の
銘
を
画
面
の
下
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
能
書

家
ノ
イ
デ
ル
フ
ァ
ー
に
書
か
せ
た
。
テ
ク
ス
ト
は
一
五
二
二
年
の
『
九
月

聖
書
』
に
記
さ
れ
た
ル
タ
ー
の
前
書
き
と
、
ペ
テ
ロ
、
ヨ
ハ
ネ
、
パ
ウ
ロ
、

マ
ル
コ
の
順
に
引
用
さ
れ
た
福
音
書
の
言
葉
で
あ
る
。59

　

で
は
本
来
同
じ
空
間
に
い
る
は
ず
の
四
人
の
人
物
が
な
ぜ
二
人
づ
つ

別
々
に
二
枚
の
パ
ネ
ル
に
描
か
れ
た
の
か
、60 

形
式
的
な
側
面
を
見
る
こ

と
に
し
よ
う
。《
四
人
の
使
徒
》
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
そ
の
起

源
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
・
タ
イ
プ
の
「
聖
会
話
（
サ
ク
ラ
・
コ
ン
ヴ
ェ
ル

ザ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
）」
に
持
つ
。61 

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
明
ら
か
に
こ
こ
で
若
か

り
し
時
代
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
見
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ
リ
ー
ニ
の
一
四

八
八
年
の
三
連
祭
壇
画
（
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
イ
・
フ
ラ
ー
リ
聖
堂
）

を
想
起
し
て
い
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
一
五
一
一
年
の
素
描
《
聖
母
子
と
諸
聖
人
》（
ウ
ィ
ー
ン
、
ア
ル
ベ
ル

テ
ィ
ー
ナ
美
術
館
）
の
構
図
に
お
い
て
、
諸
聖
人
に
囲
ま
れ
た
玉
座
の
聖

母
子
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
《
四
人
の
使
徒
》
に
も
、

本
来
画
面
中
央
に
「
奏
楽
の
天
使
を
伴
う
玉
座
の
聖
母
子
」
が
描
か
れ
て

も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

だ
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
最
終
的
に
構
図
を
定
め
た
時
、
奏
楽
の
天
使
を
伴

う
「
玉
座
の
聖
母
」
は
姿
を
消
し
た
。
で
は
な
ぜ
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
円
陣

を
組
む
四
人
の
使
徒
を
一
つ
の
画
面
に
描
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
ま
さ
に
こ
の
《
四
人
の
使
徒
》
の
図
像
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
る
。
ル
タ

ー
に
傾
倒
し
て
い
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
敢
え
て
こ
こ
で
四
人
の
使
徒
を
二

人
一
組
に
し
て
一
対
の
祭
壇
画
翼
画
の
よ
う
な
形
式
を
取
る
こ
と
で
、
意

図
的
に
中
央
パ
ネ
ル
の
不
在
を
示
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
四
人
は
自

分
で
聖
書
を
読
み
、
理
解
し
、
神
を
信
じ
ろ
と
信
者
を
突
き
放
す
使
徒
た

ち
で
あ
る
。
彼
等
は
も
は
や
神
と
の
間
を
と
り
な
し
て
く
れ
る
聖
母
子
の

脇
侍
で
は
な
い
。
こ
れ
は
見
る
者
に
敢
え
て
描
か
れ
な
か
っ
た
も
の
を
意

識
さ
せ
る
こ
と
で
、「
古
い
絵
画
」
の
形
式
を
自
ら
克
服
し
よ
う
と
す
る

画
家
自
身
の
告
白
の
絵
画
で
も
あ
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
最
後
の
油
彩
画
の

大
作
は
、
芸
術
と
宗
教
改
革
の
狭
間
に
あ
っ
て
生
ま
れ
た
、
慣
習
的
な

絵
画
か
ら
完
全
に
離
脱
し
た
、
独
創
的
な
「
警
告
の
絵
画
」
な
の
で
あ
る
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
既
に
一
五
二
○
年
代
半
ば
に
独
自
の
解
釈
で
ル
タ
ー
の
教

え
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
聖
書
の
引
用
を

画
面
に
挿
入
し
た
と
は
言
え
、
画
面
上
で
絵
画
を
言
葉
の
挿
絵
と
し
て
服

従
さ
せ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ル
タ
ー
が
一
五
一
七
年
に

「
九
十
五
ヶ
条
の
提
題
」
を
出
し
て
一
五
四
三
年
頃
に
死
去
す
る
ま
で
の



254

状
況
を
見
る
と
、
こ
れ
が
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
の
美
術
だ
と
定
義
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
だ
が
ル
タ
ー
の
絵
画
批
判
が
絵
画
に
対
し
て
カ
ト

リ
ッ
ク
側
が
そ
れ
ま
で
付
与
し
て
来
た
価
値
を
揺
る
が
し
、
人
々
が
そ
れ

に
対
し
て
疑
念
を
も
っ
て
向
か
い
会
う
状
況
を
導
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
れ
は
中
世
に
広
く
流
布
し
て
い
た
「
祈
念
像
」
と
い
う
、
信
者

が
聖
画
像
と
共
に
祈
り
、
画
中
の
イ
エ
ス
の
苦
し
み
と
一
体
化
す
る
と
い

う
関
係
性
を
、
根
本
か
ら
問
い
直
す
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。
宗
教
改
革
期

に
ル
タ
ー
が
聖
画
像
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
示
し
た
問
題
は
、
広
範
囲
に

わ
た
る
当
時
の
社
会
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
中
で
、
聖
画
像
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
改
革
の
波
が
押
し
寄
せ
て
来
た
結
果
で
あ
っ
た
。
こ

の
宗
教
改
革
時
代
の
複
雑
で
多
面
的
な
動
向
こ
そ
が
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
美
術
」
の
特
質
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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efo

rm
a

tio
n

szeit, S
tu

ttg
art, 2

0
1
7
, S

. 3
2
3
, K

at. 
N

r. 175.

4 

こ
の
偶
像
破
壊
者
た
ち
を
諌
め
る
英
雄
的
な
ル
タ
ー
の
姿
は
、
一

八
五
一
年
に
グ
ス
タ
ー
ヴ
・
ケ
ー
ニ
ヒ
の
「
ド
イ
ツ
の
宗
教
改
革
者

ル
タ
ー
の
生
涯
」
の
図
像
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
ト
ン
ス
ラ
の
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
会
修
道
士
の
姿
で
描
か
れ
た
（A

u
sst. K

at. Lu
th

ers 
Leb

en
 in

 Illu
stra

tio
n

en
 d

es 1
8

. u
n

d
 1

9
. Ja

h
h

u
n

d
erts, 

K
u

n
stsa

m
m

lu
n

gen
 d

er V
este C

ob
u

rg, C
o
b
u
rg

, 1
9
8
0
, S. 

201, K
at. N

r.  62. 26. 1

）。

5 

ル
タ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
»Daru

m
b
 m

u
ß
 ich

s zu
geb

en
: 

d
ie b

ild
er sein

d
t w

ed
er so

n
st n

o
ch

 so
, sie sein

d
t w

ed
er 

g
u
t n

o
ch

 b
o
eß

e, m
an

 m
ag

 sie h
an

 o
d
er n

it h
ab

en
.

«, 
M

artin
 Lu

th
er: D

. M
a

rtin
 Lu

th
ers W

erke. 120 B
d
e., W

eim
ar 

1883-2009, 10 III, S. 35, Z
. 7-9. 

6 

ク
ラ
ナ
ハ
は
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
の
宮
廷
画
家
と
し
て
多
く
の
板
絵
や

版
画
の
注
文
を
受
け
、
大
き
な
工
房
体
制
を
敷
い
て
い
た
。
他
に
も
多

く
の
不
動
産
を
所
有
し
、
一
五
二
○
年
に
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
市
の

薬
局
の
独
占
販
売
権
を
得
た
。
一
五
三
七
年
か
ら
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
の
市
長
も
務
め
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
で
二
番
目
に
富
裕
な
市
民
で

あ
っ
た
。

7 

ク
ラ
ナ
ハ
の
『
九
月
聖
書
』
の
黙
示
録
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
青
山
愛

香 

「
ド
イ
ツ
・
宗
教
改
革
の
黙
示
録
挿
絵
―
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ

ー
ラ
ー
か
ら
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ゲ
ー
ル
ン
グ
ま
で
」、『
黙
示
録
の
美
術
』（
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
中
世
美
術
論
集
2
）、
竹
林
舎
、
二
○
一
六
年
、
三
七
六
―

三
九
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

8 
A

u
sst. K

at. C
ra

n
a

ch
, Lu

th
er u

n
d

 d
ie B

ild
n

isse -T
h

ü
rin

ger 
T

h
em

en
ja

h
r, 

»Bild
 u

n
d

 B
otsch

a
ft

«, R
egen

sb
u
rg, 2015, S. 

9.

9 	
A

u
sst. K

at. R
egen

sb
u
rg, 2015, S. 54, K

at. N
r. 1.

10 
A

u
sst. K

at. R
egen

sb
u
rg, 2015, S. 60, K

at. N
r. 4 

こ
の
《
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
修
道
会
士
と
し
て
の
ル
タ
ー
》
の
肖
像
は
、
後
に
一
枚
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刷
り
の
肖
像
版
画
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
ル
タ
ー
の
著
作
の
扉
絵
の
著

者
像
と
し
て
繰
り
返
し
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
用
い
ら
れ
た
。

11 
A

u
sst. K

at. R
egen

sb
u
rg, 2015, S. 65, K

at. N
r. 7.

12 
A

u
sst. K

at. R
egen

sb
u
rg, 2015, S. 70, K

at. N
r. 11.

13 
A

u
sst. K

at. R
egen

sb
u
rg, 2015, S. 78, K

at. N
r. 15.

14 
A

u
sst. K

at. R
egen

sb
u
rg, 2015, S. 90, K

at. N
r. 22.

15 
A

u
sst. K

at. R
egen

sb
u
rg, 2015, S. 98-99, K

at. N
r. 28-33.

16 
D

.  G
örres, D

er M
ön

ch
 u

n
d
 d

er M
a
ler- Lu

ther u
n

d
 C

ra
n

a
ch 

a
ls V

erm
ittler ein

es n
eu

en
 G

la
u

ben
s, in

: A
u
sst. K

at.  Lu
ca

s 
C

ra
n

a
ch

 d
. Ä

. M
eister M

a
rke M

od
ern

e, D
ü
sseld

o
rf, 2017, 

S. 45-47.

17 

図
像
の
源
泉
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。D

.  K
oep

p
lin

, 
Z

u
 H

olbein
s pa

u
lin

isch
em

 G
la

u
ben

sbild
 von

 G
esetz u

n
d

 
G

n
a

d
e. in

: A
u

sst. K
a

t. H
a

n
s H

olb
ein

 d
er J. D

ie Ja
h

re in
 

B
a

sel 1
5

1
5

-1
5

3
2
, B

asel, K
u
n
stm

u
seu

m
, M

ü
n
ch

en
, 2006, 

S. 79-95; J.  E
rich

sen
, 

»›Gesetz u
n

d
 G

n
a

d
e

‹. V
ersu

ch
 ein

er 
B

ila
n

z

«, in
: Lu

th
er u

n
d

 d
ie F

ü
rsten

. Selb
std

a
rstellu

n
g 

u
n

d
 Selb

stverstä
n

d
n

is d
es H

errsch
ers im

 Z
eita

lter d
er 

R
efo

rm
a

tio
n

, h
g
. vo

n
 D

irk
 S

y
n
d
ram

, Y
vo

n
n
e
 W

irth
, 

D
o
reen

 Z
erb

e, Sch
lo

ss H
arten

fels, To
rgau

, D
resd

en
, 2015, 

A
u
fsatzb

an
d
, S. 97-113.

18 
A

u
sst. K

at. D
ü
sseld

o
rf, 2017, N

r. 110. 

プ
ラ
ハ
国
立
博
物

館
所
蔵
、72

×88, 5cm
. 

プ
ラ
ハ
タ
イ
プ
は
後
に
ハ
ン
ス
・
ホ
ー
ル

バ
イ
ン
（
息
子
）
や
エ
ル
ハ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
板
絵
に
も

用
い
ら
れ
た
。
ホ
ー
ル
バ
イ
ン
の
同
主
題
の
板
絵
に
つ
い
て
は
、S. 

Fo
ister, H

olb
ein

 &
 E

n
gla

n
d
, Y

ale U
n
iversity P

ress, 2004, 
S. 154-158

を
参
照
の
こ
と
。
フ
ォ
イ
ス
タ
ー
は
、
ホ
ー
ル
バ
イ
ン
の

板
絵
は
一
五
三
一
―
一
五
四
三
年
の
間
に
ク
ラ
ナ
ハ
の
プ
ラ
ハ
タ
イ
プ

に
基
づ
き
、
イ
ギ
リ
ス
で
制
作
さ
れ
た
と
す
る
。

19 
A

n
n
e-M

arie B
o
n
n
et, D

. G
ö
rres, Lu

ca
s C

ra
n

a
ch

 d
. Ä

. 
M

a
ler d

er D
eu

tsch
en

 R
en

a
issa

n
ce, M

ü
n
ch

en
, 2015, N

r. 18. 

ゴ
ー
タ
、
フ
リ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
所
蔵
、82, 2

×118cm
.

20 

画
面
を
左
右
に
分
け
る
中
央
の
一
本
の
木
の
下
に
〈
裸
の
人
〉
が
座

り
込
む
プ
ラ
ハ
タ
イ
プ
は
、
図
像
的
に
は
「
岐
路
に
立
つ
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」

に
近
い
と
さ
れ
る
。
画
面
が
左
右
に
分
け
ら
れ
た
律
法
と
福
音
の
世
界

に
そ
れ
ぞ
れ
〈
裸
の
人
〉
が
登
場
す
る
ゴ
ー
タ
タ
イ
プ
の
方
が
、
ル
タ

ー
の
信
仰
儀
人
論
を
視
覚
的
に
よ
り
的
確
に
伝
え
て
い
る
た
め
に
、
ゴ

ー
タ
タ
イ
プ
の
方
が
広
く
流
布
し
た
。

21 
G

ö
rres, 2017, S. 48.

22 
G

ö
rres, 2017, S. 48.

23 

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
「
祈
念
像 A

n
d
ach

tsb
ild

」
と
い
う
概
念
と
具
体

的
な
作
例
に
つ
い
て
は
、
田
邊
幹
之
助
編
『
祈
念
像
の
美
術
』（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
中
世
美
術
論
集
３
）、
竹
林
舎
、
二
○
一
八
年
を
参
照
の
こ
と
。

24 
D

. d
e V

o
s, H

a
n

s M
em

lin
g, T

h
e com

plete w
orks, Lo

n
d
o
n
, 

1994, S. 320-329, N
r. 90.

25 
D

e V
o
s, 1994, S. 173-179, N

r. 38.

26 

ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
ク
ラ
ナ
ハ
の
風
景
表
現
に
つ
い
て
は
、
青
山
愛
香

「
ド
ナ
ウ
派
の〈
植
物
表
現
〉」、
明
治
学
院
大
学
言
語
文
化
研
究
所
、『
言

語
文
化
』、
第
三
十
号
、
二
○
一
三
年
、
五
四
―
五
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

27 

こ
の
図
像
は
版
画
を
通
じ
て
流
布
し
て
お
り
、
一
五
二
八
年
に
は
ル

タ
ー
の
著
作
『
新
約
聖
書
解
釈 A

u
slegu

n
g d

er E
van

gelien

』
の
タ

イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
ク
ラ
ナ
ハ
工
房
の
木
版
画
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ

ル
ク
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
（R

SB
 I. 8.22

）（
ツ
ヴ
ィ
ッ
カ
ウ
、
ラ
ー
ツ

シ
ュ
ー
ル
図
書
館
）。
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28 

シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
の
祭
壇
画
に
つ
い
て
の
詳
細
は
次
の
論
文
を
参
照

の
こ
と
。A

.  Tacke, “Ich
 het eu

ch
 vil zu

sch
reiben

, ha
b a

ber vil 
zu

scha
ffen

” C
ra

n
a

ch
 d

er Ä
ltere a

ls ‘P
a

ra
llel E

n
trepren

eu
r’, 

A
u

ftra
g

sla
g

e u
n

d
 M

a
rk

tstra
teg

ien
 im

 K
o

n
tex

t d
es 

Schn
eeberger A

lta
rs von

 1539, in: H
g. T. Pöp

p
er, S. W

egm
ann, 

D
a

s B
ild

 d
es n

eu
en

 G
la

u
ben

s, D
a

s C
ra

n
a

ch
-R

eta
bel in

 d
er 

Sch
n

eeberger St. W
olfga

n
gskirch

e, R
eg

en
sb

u
rg

, 2
0
1
1
, S. 

71-84.

29 

ダ
ニ
エ
ル
・
ゲ
レ
ス
、「
絵
画
形
式
の
存
続
―
ザ
ク
セ
ン
選
定
侯
の

絵
画
戦
略
に
お
け
る
《
シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル
ク
祭
壇
画
》（
一
五
三
九
年
）
の

役
割
」、
獨
協
大
学
国
際
共
同
研
究
助
成
に
よ
る
「
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン

ス
芸
術
の
研
究
」
第
二
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
於
：
獨
協
大
学
、
二
○

一
八
年
、
十
一
月
二
十
四
日
）
講
演
。

30 
A

u
sst. K

at. Stu
ttgart, 2017, S. 333, N

r. 182.

31 
A

u
sst. K

at. Stu
ttgart, 2017, S. 332, N

r. 183. 

32 
A

u
sst. K

at. D
ü
sseld

o
rf, 2017, S. 209, N

r. 115.

33 

ル
タ
ー
と
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
を
向
き
合
わ
せ
に
対
で
描
い
た
《
友
人
の

肖
像
》（
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
、
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
財
団
）
も
ク
ラ
ナ
ハ
工
房
で

多
数
制
作
さ
れ
た
。

34 

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、
神
聖
ロ
ー
マ

帝
国
ト
ッ
プ
の
聖
職
者
と
し
て
皇
帝
の
選
挙
権
を
持
つ
選
帝
侯
で
も
あ
り
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
が
属
し
て
い
た
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
区
の
大
司

教
も
兼
ね
て
い
た
。

35 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
賢
明
侯
は
最
晩
年
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、

膨
大
な
聖
遺
物
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。

36 

詳
し
く
はTack

e, 2011, S. 73-75

を
参
照
の
こ
と
。

37 

《
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
祭
壇
画
》
に
つ
い
て
はJ. L. K

o
ern

er, 

T
h

e R
eform

a
tion

 of th
e Im

a
ge, Lo

n
d
o
n
, 2004

（
独
訳
：D

ie 
R

eform
a

tion
 d

es B
ild

es, M
ü

n
ch

en
, 2017

）
が
詳
し
い
。

38 
D

. G
ö
rres, C

ra
n

a
ch

, Lu
th

er u
n

d
 d

ie E
rn

estin
er. D

er 
E
pita

pha
lta

r d
er Sta

d
tkirche St. P

eter u
n

d
 Pa

u
l in

 W
eim

a
r, 

in
: B

o
m

sk
i/Seem

an
n
/V

alk
 (H

g
.), B

ild
 u

n
d

 B
ek

en
n

tn
is. 

D
ie C

ra
n

a
ch

-W
erksta

tt in
 W

eim
a

r, G
ö
ttin

gen
, 2015, S. 37-

53.

こ
の
祭
壇
画
は
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
寛
大
公
と
そ
の
妻
シ
ビ
ル
・

フ
ォ
ン
・
ク
レ
ー
ヴ
ェ
の
死
後
、
三
人
の
息
子
に
よ
っ
て
一
五
五
四
年

に
寄
贈
さ
れ
た
。
一
五
四
七
年
に
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
家
率
い
る
諸
侯
た
ち

は
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
の
戦
い
に
お
い
て
皇
帝
側
に
敗
北
し
て
領
地
の
多

く
を
失
っ
た
。
し
か
し
同
祭
壇
画
で
は
カ
ー
ル
五
世
に
歯
向
う
よ
う
に
、

新
教
側
に
帰
依
し
て
い
る
ザ
ク
セ
ン
選
定
候
家
の
存
在
を
誇
示
し
て
い
る
。

39 

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
現
在
は
三
枚
し
か
現
存
し
て
い
な
い
。
詳
し
く

は

H
. Z

sch
elletzsch

k
y, V

orgefech
t d

es reform
a

torisch
en

 
B

ild
k
a

m
p
fes. Z

u
 C

ra
n

a
ch

s H
olzsch

n
itt >

H
im

m
elw

a
gen

 
u

n
d

 H
öllen

w
a

gen
 d

es A
n

d
rea

s B
od

en
stein

 von
 K

a
rlsta

d
t< 

von
 1

5
1

9
, in

: P. H
. Feist, E

. U
llm

an
n
, G

. B
ren

d
ler (H

g.) 
: Lu

ca
s C

ra
n

a
ch

. K
ü

n
stler u

n
d

 G
esellsch

a
ft, W

itten
b
erg, 

1
9
7
3
; E

. M
ü
h
lh

au
p

t, K
a

rlsta
d

ts >
F

u
h

rw
a

g
en< . E

in
e 

frü
h

reform
a

torisch
e >  B

ild
zeitu

n
g<

 von
 1

5
1
9
, in

: Lu
th

er. 
Z
eitsch

rift d
er Lu

th
er-G

esellsch
aft 50, H

eft 1, 1979, S. 60-
7
6
; U

. B
u
b
en

h
eim

er, A
n

d
rea

s R
u

d
olfft B

od
en

stein
 von

 
K

a
rlsta

d
t.. Sein

 Leb
en

, sein
e H

erku
n

ft u
n

d
 sein

e in
n

ere 
E

n
tw

ick
lu

n
g
, in

; W
o
lfg

an
g
 M

e
rk

le
in

 (H
g
.): A

n
d
re

as 
B

o
d
en

stein
 vo

n
 K

arlstad
t 1580-1641, K

arlsstad
t 1980, S. 

5-58

を
参
照
の
こ
と
。

40 
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
で
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
を
推
奨
し
た
カ
ー
ル
シ
ュ
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タ
ッ
ト
は
、
ビ
ラ
の
全
面
を
覆
っ
て
い
る
吹
き
出
し
の
ス
ペ
ー
ス
が
小

さ
く
、
多
く
の
言
葉
が
省
略
さ
れ
て
読
み
辛
い
ビ
ラ
を
解
説
す
る
目
的
で
、

一
五
一
九
年
四
月
十
八
日
に
改
め
て
ド
イ
ツ
語
で
ポ
ス
タ
ー
解
読
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

41 
A

u
sst. K

at. Stu
ttgart, 2017, K

at. N
r. 186, S. 338-347. 

詳
し
く

はT. T
rü

m
p
er, D

er G
oth

a
er Ta

fela
lta

r. E
in

 m
on

u
m

en
ta

les 
B

ild
erbu

ch
 d

er R
eform

a
tion

, 2017

を
参
照
の
こ
と
。

42 
K

o
ern

er, 2017, S. 341. 
詳
し
く
は
註
25
を
参
照
の
こ
と
。

43 

現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
中
央
パ
ネ
ル
の
《
最
後
の
晩
餐
》
の
祭
壇
画

の
下
の
プ
レ
デ
ッ
ラ
の
中
央
パ
ネ
ル
に
「
コ
リ
ン
ト
の
手
紙
、11, 23-

25

」
か
ら
聖
書
の
一
節
が
彫
ら
れ
た
。

44 

ケ
ル
ナ
ー
（K

o
ern

er, 2017, S. 344
）
は
、
ベ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
同
祭

壇
画
を「
絵
の
な
い
祭
壇
」（H

. B
eltin

g, B
ild

 u
n

d
 K

u
lt, M

ü
n
ch

en
, 

1990, S. 520

）
と
評
す
る
が
、
本
来
は
中
央
パ
ネ
ル
に
「
最
後
の
晩
餐
」

が
描
か
れ
た
祭
壇
形
式
で
あ
り
、
現
存
す
る
パ
ネ
ル
は
プ
レ
デ
ッ
ラ

で
あ
る
こ
と
が
カ
ウ
フ
マ
ン
の
二
○
一
二
年
の
調
査
（T. K

au
fm

an
n
, 

D
er “Sch

rifta
lta

r” in
 d

er Spita
lkirch

e zu
 D

in
kelsb

ü
h

l – 
ein

 Z
eu

gn
is lu

th
erisch

er K
on

fession
sku

ltu
r, in

: A
rch

iv fü
r 

R
efo

rm
atio

n
sgesch

ich
te, vo

l. 103, 2012. S. 103-117

）
に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

45 

ル
タ
ー
自
身
もA

n
tiq

u
a

の
書
体
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
を
想
起

さ
せ
る
の
で
、
自
分
の
聖
書
は
ド
イ
ツ
文
字（Frak

tu
r

）で
印
刷
さ
せ
た
。

46 

画
家
た
ち
は
祭
壇
画
の
絵
の
発
注
が
な
く
な
っ
た
が
、
絵
の
代
わ
り

に
祭
壇
に
文
字
を
彫
り
つ
け
る
と
い
う
仕
事
を
新
た
に
得
た
。
デ
ィ
ン

ケ
ル
ス
ビ
ュ
ー
ル
の
祭
壇
を
制
作
し
た
マ
イ
ス
タ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
は
本

来
絵
描
き
で
あ
っ
た
。

47 

文
字
の
書
体
は
ロ
ー
マ
ン
字
体
、
細
密
書
体(M

ik
ro

grap
h
ie)

、
筆

記
体
を
交
え
て
書
か
れ
て
い
る
。
十
九
の
プ
レ
ー
ト
の
素
材
は
凍
石
、
銅
、

木
や
金
と
様
々
で
あ
る
。
ケ
ル
ナ
ー
は
こ
れ
を
文
字
が
羊
皮
紙
か
ら
木

版
本
の
よ
う
に
木
に
文
字
を
彫
っ
た
も
の
か
ら
活
版
印
刷
の
技
術
に
よ

り
金
属
に
よ
る
活
字
に
移
行
し
た
歴
史
的
な
諸
段
階
を
示
し
て
い
る
と

す
る
（K

o
ern

er, 2017, S. 349-150

）。 

48 

最
も
早
い
作
例
は
ハ
ッ
レ
の
聖
母
教
会
で
あ
り
、
一
五
五
○
―
一

五
五
四
年
に
な
っ
て
新
教
の
都
市
に
な
っ
た
直
後
に
石
造
り
の
教

会
の
二
階
席
に
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
か
ら
取
ら
れ
た
一
節
が
書
か
れ

た
（J. H

arasim
o
w

icz, W
ort- B

ild
-W

ort. D
ie R

h
etorik d

er 
Lu

th
erisch

en
 K

irch
en

k
u

n
st N

o
rd

eu
ro

p
a

s im
 1

6
. u

n
d

 
1

7
. Ja

h
rh

u
n

d
ert, in

: R
efra

m
in

g th
e D

a
n

ish
 R

en
a

issa
ce. 

P
roceedin

gs of th
e In

tern
ation

al C
on

feren
ce in

 C
op

en
h
agen

, 
2006, C

op
en

h
agen

, 2011, S. 106

を
参
照
の
こ
と
）。

49 
A

lbrecht D
ü

rer. D
as dru

ckgraphische W
erk. B

u
chillu

stration
, 

B
d
. II, M

ü
n
ch

en
, B

erlin
, Lo

n
d
o
n
, N

ew
 Y

o
rk

, 2004, S. 232, 
K

at. N
r.  274.121.

50 

下
村
耕
史
訳
編
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
「
測
定
法
教
則
」

注
解
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
○
○
八
年
、
一
一
六
―
一
一
七
頁
、

図
一
一
七
を
参
照
の
こ
と
。「
円
柱
、
塔
、
あ
る
い
は
高
い
壁
に
文
字

を
書
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。
塔
壁
に
書
こ
う
と
思
え
ば
、
最
上

部
の
文
字
が
最
下
部
の
文
字
同
様
よ
く
見
え
る
よ
う
に
、
前
者
を
後
者

よ
り
大
き
く
書
く
必
要
が
あ
る
…
」（
一
一
六
頁
）
と
あ
る
。

51 
H

arasim
o
w

icz, 2011, S. 105. 
52 

H
arasim

o
w

icz, 2011, S. 105.
53 

H
arasim

o
w

icz, 2011, S. 105.

54 
G

. K
op

p
-Sch

m
idt, A

. M
. B

on
n
et, D

ie M
a
lerei d

er D
eu

tschen
 

R
en

a
issa

n
ce, M

ü
n
ch

en
, 2014, S. 120, K

at. N
r. 23.
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55 

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー 

『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
旅
日
記
』、
前
川

誠
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
○
○
七
年
、
一
五
三
―
一
六
○
頁
。
デ
ュ
ー

ラ
ー
は
そ
の
中
で
、「
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
ッ
タ
ー
博
士
の
書
物
を
読
む

も
の
は
誰
し
も
、
彼
の
教
え
が
如
何
に
明
快
に
聖
な
る
福
音
を
伝
え
て

い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
な
ら
ん
。」（
一
五
七
頁
）
と
記
し
た
。
デ
ュ

ー
ラ
ー
は
ル
タ
ー
を
そ
の
著
書
を
通
じ
て
の
み
識
っ
て
い
た
。
デ
ュ
ー

ラ
ー
は
ル
タ
ー
の
著
書
を
十
六
篇
所
蔵
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
前

川
誠
郎 

『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー　

人
と
作
品
』、
講
談
社
、
一

九
九
○
年
、
一
七
○
頁
）。

56 

前
川
誠
郎
、
一
九
九
○
年
、
一
七
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。
追
放
さ
れ

た
弟
子
ゼ
ー
バ
ル
ト
お
よ
び
バ
ル
テ
ル
・
ベ
ー
ハ
ム
兄
弟
と
ゲ
オ
ル
グ
・

ペ
ン
ツ
は
、
い
ず
れ
も
一
五
○
○
年
頃
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。

57 

前
川
、
一
九
九
○
年
、
一
七
九
頁
。
前
川
は
三
浦
ア
ン
ナ
博
士
と
共

に
そ
の
根
拠
を
「
マ
ル
コ
伝
」（
第
六
章
七
〜
九
節
）
に
拠
る
〈
使
徒
の

派
遣
〉
に
見
て
い
る
。

58 

小
河
陽 『
パ
ウ
ロ
と
ペ
テ
ロ
』、
講
談
社
、
二
○
○
五
年
、
二
四
二
頁
。

59 

邦
訳
は
前
川
、
一
九
九
○
年
、
一
八
○
―
一
八
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。

60 

「
マ
ル
コ
伝
」
第
六
章
七
節
で
は
、「（
イ
エ
ス
は
）
ま
た
十
二
弟
子
を

召
し
、
二
人
づ
つ

0

0

0

0

遺
し
は
じ
め
…
」
と
あ
る
。

61 

前
川
、
一
九
九
○
年
、
一
七
八
頁
。
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